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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイド表示に対応する第１のアスペクト比を備える表示手段と、
　所定の変調方式でデジタル変調された映像を含む搬送波を受信するアンテナと、
　このアンテナにて受信された搬送波を復調処理し得られる映像を、前記表示手段に全画
面表示させる第１の表示制御手段と、
　前記第１のアスペクト比とは異なる第２のアスペクト比の画素領域を備える撮像手段と
、
　前記撮像手段により前記第２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示手段に表
示させる第２の表示制御手段と、
　当該機器が前記撮像手段による撮像を行うカメラモードであるか否かを判定する判定手
段と、
　前記第１の表示制御手段による表示制御がなされているときに、前記判定手段によりカ
メラモードであると判定されると、前記第１の表示制御手段による表示制御から前記第２
の表示制御手段による表示制御に切り替える切替手段と、
を備えたことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記撮像手段が有するレンズを開閉自在に覆うレンズバリアの開閉状態を検出する検出
手段を更に備え、
　前記判定手段は、前記検出手段による検出結果に基づき、当該機器が前記カメラモード
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であるか否かを判定することを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　ワイド表示に対応する第１のアスペクト比を備えた表示部と、所定の変調方式でデジタ
ル変調された映像を含む搬送波を受信するアンテナと、前記第１のアスペクト比とは異な
る第２のアスペクト比の画素領域を備える撮像部とを備える携帯型電子機器における画像
表示制御方法であって、
　前記アンテナにて受信された搬送波を復調処理し得られる映像を、前記表示部に全画面
表示させる第１の表示制御ステップと、
　前記撮像部にて前記第２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示部に表示させ
る第２の表示制御ステップと、
　当該機器が前記撮像部による撮像を行うカメラモードであるか否かを判定する判定ステ
ップと、
　前記第１の表示制御ステップで表示制御がなされているときに、前記判定ステップにて
カメラモードであると判定されると、前記第１の表示制御ステップでの表示制御から前記
第２の表示制御ステップの表示制御に切り替える切替ステップと、
からなることを特徴とする画像表示制御方法。
【請求項４】
　ワイド表示に対応する第１のアスペクト比を備えた表示部と、所定の変調方式でデジタ
ル変調された映像を含む搬送波を受信するアンテナと、前記第１のアスペクト比とは異な
る第２のアスペクト比の画素領域を備える撮像部とを備える電子機器のコンピュータを、
　前記アンテナにて受信された搬送波を復調処理し得られる映像を、前記表示部に全画面
表示させる第１の表示制御手段、
　前記撮像部にて前記第２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示部に表示させ
る第２の表示制御手段、
　当該機器が前記撮像部による撮像を行うカメラモードであるか否かを判定する判定手段
、
　前記第１の表示制御手段による表示制御がなされているときに、前記判定手段によって
カメラモードであると判定されると、前記第１の表示制御手段による表示制御から前記第
２の表示制御手段による表示制御に切り替える切替手段、
として機能させることを特徴とする画像表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば１６：９のアスペクト比で構成された映像を表示する表示デバイスを
備えた電子機器、画像表示制御方法及び画像表示制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の携帯型電子機器には、その機能の多様化が要求されており、これに応ずべくテレ
ビ放送を受信してその映像を表示することができるデジタルカメラも提案されるに至って
いる（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２０００－２３００４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、一般にデジタルカメラ等の撮像機能を有する携帯型電子機器においては
、撮像する静止画の画像サイズが４：３のアスペクト比からなることから、必然的に表示
画面も同様のアスペクト比かならなるものが搭載される。したがって、前記公報記載のデ
ジタルカメラにあっても、画像サイズ同様のアスペクト比でテレビ放送の映像を表示する
ようにしている。一方、地上波デジタル放送の場合、据え置き型受信機向け放送（ＨＤＴ
Ｖ放送）や、移動機（車載機）向け番組放送（ＳＤＴＶ放送）での映像受信は１６：９の
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アスペクト比が予定されていることから、前記従来技術が示すデジタルカメラでは、通常
の４：３のアスペクト比の画像は支障なく表示させることは可能であるにしても、１６：
９の映像を適正に表示させることはできない。
【０００４】
　本発明はこのような問題点に鑑みてなされたものであり、通常のアスペクト比からなる
画像を撮像する機能を有しながらも、受信された映像をワイド表示に対応したアスペクト
比で表示させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するため請求項１記載の発明にあっては、ワイド表示に対応する第１の
アスペクト比を備える表示手段と、所定の変調方式でデジタル変調された映像を含む搬送
波を受信するアンテナと、このアンテナにて受信された搬送波を復調処理し得られる映像
を、前記表示手段に全画面表示させる第１の表示制御手段と、前記第１のアスペクト比と
は異なる第２のアスペクト比の画素領域を備える撮像手段と、前記撮像手段により前記第
２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示手段に表示させる第２の表示制御手段
と、当該機器が前記撮像手段による撮像を行うカメラモードであるか否かを判定する判定
手段と、前記第１の表示制御手段による表示制御がなされているときに、前記判定手段に
よりカメラモードであると判定されると、前記第１の表示制御手段による表示制御から前
記第２の表示制御手段による表示制御に切り替える切替手段と、を備えたことを特徴とす
る。
【０００６】
　また、請求項２記載の発明は、請求項１において、前記撮像手段が有するレンズを開閉
自在に覆うレンズバリアの開閉状態を検出する検出手段を更に備え、前記判定手段は、前
記検出手段による検出結果に基づき、当該機器が前記カメラモードであるか否かを判定す
ることを特徴とする。
【０００７】
　また、請求項３記載の発明にあっては、ワイド表示に対応する第１のアスペクト比を備
えた表示部と、所定の変調方式でデジタル変調された映像を含む搬送波を受信するアンテ
ナと、前記第１のアスペクト比とは異なる第２のアスペクト比の画素領域を備える撮像部
とを備える携帯型電子機器における画像表示制御方法であって、前記アンテナにて受信さ
れた搬送波を復調処理し得られる映像を、前記表示部に全画面表示させる第１の表示制御
ステップと、前記撮像部にて前記第２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示部
に表示させる第２の表示制御ステップと、当該機器が前記撮像部による撮像を行うカメラ
モードであるか否かを判定する判定ステップと、前記第１の表示制御ステップで表示制御
がなされているときに、前記判定ステップにてカメラモードであると判定されると、前記
第１の表示制御ステップでの表示制御から前記第２の表示制御ステップの表示制御に切り
替える切替ステップと、からなることを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項４記載の発明に係る画像表示制御プログラムにあっては、ワイド表示に対
応する第１のアスペクト比を備えた表示部と、所定の変調方式でデジタル変調された映像
を含む搬送波を受信するアンテナと、前記第１のアスペクト比とは異なる第２のアスペク
ト比の画素領域を備える撮像部とを備える電子機器のコンピュータを、前記アンテナにて
受信された搬送波を復調処理し得られる映像を、前記表示部に全画面表示させる第１の表
示制御手段、前記撮像部にて前記第２のアスペクト比で撮像された画像全体を前記表示部
に表示させる第２の表示制御手段、当該機器が前記撮像部による撮像を行うカメラモード
であるか否かを判定する判定手段、前記第１の表示制御手段による表示制御がなされてい
るときに、前記判定手段によってカメラモードであると判定されると、前記第１の表示制
御手段による表示制御から前記第２の表示制御手段による表示制御に切り替える切替手段
、として機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明によれば、ワイド表示に対応する第１のアスペクト比を備え、デジタル放送を受
信した際は受信された映像を全画面表示させ、撮像された画像は画素領域が有するアスペ
クト比で画像全体を表示させる。したがって、通常のアスペクト比からなる画像を撮像す
る機能を有しながらも、受信された映像をワイド表示に対応したアスペクト比で表示させ
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施の形態を図に従って説明する。図１は、本発明の一実施の形態を
用いたデジタル地上波放送システムを示すシステム構成図である。図示のように、本シス
テムは、デジタル地上波放送システム（放送アンテナ２、放送局３、映像データベース４
、）と、携帯型電子機器としてのデジタルカメラ１とで構成される。デジタルカメラ１は
、撮像機能とデジタル地上波放送受信機能とを備えるものであり、詳細には図２に示すよ
うなＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：直交周波数分割多重）方式により変調された一放送局あたり５．５
７ＭＨｚの帯域（１セグメントあたり４２９ＫＨｚ）で１３セグメントに分割された搬送
波のうち、少なくともＳＤＴＶ放送に対応するａの３セグメントの搬送波を受信できるよ
う、６４ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
変調方式でＭＰＥＧ－２　ＴＳ（トランスポート・ストリーム）方式で符号化された映像
（１６：９の画面）が設定されている。
【００１６】
　放送局３は、ゲートウェイサーバ３０を有し、ＷＷＷ５より得られたデジタル映像又は
映像データベースに蓄積されたデジタル映像を前記ＯＦＤＭ方式で変調して、放送アンテ
ナ２より配信する。
【００１７】
　図３は、デジタルカメラ１の外観図である。デジタルカメラ１は横長長方形状であって
、同図（ａ）（ｃ）に示すように裏面には、その中央部に表示部１１が配置され、表示部
１１の両側には、ステレオスピーカ１２、１３（Ｌ（左）チャンネルスピーカ１２、Ｒ（
右）チャンネルスピーカ１３）が設けられている。表示部１１は、１６：９のアスペクト
比の映像表示が可能な２．７ｉｎｃｈ（２４０×４２８ドット）ＴＦＴ液晶（ＱＶＧＡも
しくは、ＨＶＧＡ相当の解像度を備える）カラー液晶からなる。また、上面にはシャッタ
ーキー１４が配置され、一方の側面下部にはロータリースイッチ１５が配置されている。
ロータリースイッチ１５は、上下回動移動検出によりメニュー表示等におけるフォーカス
移動が実行され、中央押しで選択メニューの決定がなされる。
【００１８】
　他方、デジタルカメラ１の正面には、同図（ｂ）（ｄ）に示すように、撮影の際にユー
ザーが把持するためのグリップ３４、レンズ１６０が配置されているともに、左右方向に
スライド自在なレンズバリア１６が設けられている。グリップ３４は正面に対し滑らかな
凸形状を模した樹脂製であり、その内部には、破線矩形部分で示される後述する地上波デ
ジタル放送を受信するためのアンテナ１００、及びチューナ１８が格納されており、デジ
タルカメラ１の筐体全体が金属製であっても、受信に支障が無い様に配置されている。レ
ンズバリア１６は、レンズ１６０を覆い矢印の方向にスライドさせると、レンズ１６０が
露出する。また、後述するフローチャートに示すように、レンズ１６０を覆った状態では
ビューワモードが設定され、レンズ１６０が露出するとビューワモードからカメラモード
に切り替わる。
【００１９】
　図４は、デジタルカメラ１の回路構成を示すブロック図である。前述のように、このデ
ジタルカメラ１は、撮像機能とデジタル地上波放送受信機能とを併有するため、前記レン
ズ１６０、撮像デバイス３３、及びＤＳＰ３２からなる撮像機能部と、アンテナ１００、
チューナ１８、Ａ／Ｄコンバータ１９、復調処理部２０、及び信号処理部２１とからなる
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デジタル放送受信用の各回路とを備える。
【００２０】
　そして、後述するビューワモードであって放送視聴モードに移行した際には、デジタル
放送用受信用の各回路に電源が供給され、チューナ１８がＲＦ信号を受信してＩＦ信号に
周波数変換する。Ａ／Ｄコンバータ１９は、このＩＦ信号をサンプリング及び量子化して
復調処理部２０に出力する。復調処理部２０はＡ／Ｄコンバータ１９より出力された、デ
ジタルＩＦ信号を直交復調してその結果得られるベースバンドＯＦＤＭ信号から、ユーザ
のロータリースイッチ１５の操作を検出することにより選択された受信チャンネルに対応
するサブキャリアに含まれるデータを抽出して、信号処理部２１に出力する。信号処理部
２１は、復調処理部２０より出力されたデータ、詳細には図２に示される１３個のセグメ
ントからなるデータから、３セグメント（ａの部分）のデータを抽出し、この変調方式に
対応して復号方式で復号し、ＭＰＥＧ－２　ＴＳ方式で符号化された映像データを、順次
バス１７を介して表示ドライバ３０のバッファ３１に送り出す。
【００２１】
　制御部２９は、ビューワモードにおける放送視聴モードにより受信した映像データや音
声データ、カメラモードにおける画像の再生表示処理、及び、カメラモードにおける撮影
処理全般の制御を行う。プログラムＲＯＭ２８は、ビューワモード、カメラモード等の各
処理プログラムを格納するとともに、後述のバッファ３１への書き込み開始／終了アドレ
スの制御を行う表示ドライバ３０の制御プログラムを記憶し、ユーザー操作により適宜制
御部２９にロードされる。
【００２２】
　ＲＡＭ２７は、デジタル放送受信や各種処理において必要とされる各種データを記憶す
るとともに、カメラモードにて撮影された画像を圧縮処理された状態で記憶する画像メモ
リや、各種データの圧縮処理、伸張処理の際に一時的に使用するためのワークメモリ等を
備える。画像圧縮伸張処理部２２は、ＪＰＥＧに対応し、カメラモードにて撮影された画
像を圧縮処理する。
【００２３】
　オーディオ信号処理部２４は、ＡＡＣ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｃｏｏｄｉｎ
ｇ）デコーダであって、受信したデジタル放送データに含まれているＬＲオーディオデー
タを復号し、ＬＲアナログオーディオ信号を各々アンプ２５、２６に出力する。スピーカ
１２、１３は、増幅されたＬＲアナログオーディオ信号により駆動されて、ＬＲ各音声を
再生する。
【００２４】
　また、バス１７には、前記シャッターキー１４及びロータリースイッチ１５が接続され
ているともに、レンズバリア検出部１６１が接続されている。制御部２９は、シャッター
キー１４及びロータリースイッチ１５の操作情報を取り込み、レンズバリア検出部１６１
は、図３に示したレンズバリア１６の開閉状態を検出し、制御部２９に出力する。
【００２５】
　前記レンズ１６０の後段には、ＣＣＤ、若しくはＣＭＯＳ等のイメージセンサーと光学
ズーム用のステップモータからなる撮像デバイス３３と、この撮像デバイス３３で撮り込
まれたアナログ信号をデジタル信号に変換し、イメージデータを生成するためのＤＳＰ３
２とが備えられている。本実施の形態におけるイメージセンサーの有効画素領域は４：３
のアスペクト比に固定されている。
【００２６】
　なお、本実施の形態においては、画像圧縮伸張処理部２２とは別に映像伸張処理部２３
が設けられている。画像圧縮伸張処理部２２は、一義的にカメラモードにて撮影された画
像を圧縮処理し、一方、映像伸張処理部２３はデジタル放送の受信による前記映像データ
を伸張処理するＭＰＥＧ－２ＴＳ方式対応のデコーダを含んでいる。
【００２７】
　図５は、前記表示ドライバ３０の詳細を示すブロック図である。表示ドライバ３０は、
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前記バッファ３１とともに、読み出しタイミング制御回路３０１、書き込み領域割当回路
３０２、画像表示用ドライバ（ソース線側、アスペクト比１６：９）３０３、画像表示用
ドライバ（ソース線側、アスペクト比４：３）３０４、及びドライバ（ゲート線側）３０
５を備えている。読み出しタイミング制御回路３０１には、表示部１１に表示させる表示
データに同期して、表示タイミングを制御するためのタイミング情報が制御部２９より入
力される。ここで、前記表示データは、映像データ（地上波デジタル放送：３セグメント
）とこのデジタルカメラ１で撮影された画像データであり、これらは後述するようにモー
ドに応じて入力される。したがって、バッファ３１は、モードの切替に連動し、当該デー
タが１６：９のアスペクト比か、４：３のアスペクト比かに応じて、書き込み領域割当回
路３０２に表示部１１（各表示画素）に対し実行するドライバの表示領域を出力する。そ
して、書き込み領域割当回路３０２からの出力信号に応じて、アスペクト比が１６：９の
映像データである場合には、画像表示用ドライバ３０３が動作する。しかし、デジタルカ
メラ１で撮影されたアスペクト比が４：３の映像データである場合には、画像表示用ドラ
イバ３０３は動作せず、画像表示用ドライバ３０３が動作し、このとき、４：３のアスペ
クト比表示により余る領域はブラックで表示される。
【００２８】
　以上の構成に係る本実施の形態において、デジタルカメラ１の電源がオン状態になると
、制御部２９は、プログラムＲＯＭ２８に格納されているプログラムに基づき、図６のフ
ローチャートに従って処理を実行する。すなわち、レンズバリア検出部１６１からの出力
信号に基づきレンズバリア１６が閉まっているか否かを判断する（ステップＳ１）。レン
ズバリア１６が開いている場合には（ステップＳ１；ＮＯ）、カメラモードであると判定
し、４：３のアスペクト比でバッファ３１のバッファエリアを設定する（ステップＳ２）
。引き続き、撮像デバイス３３、ＤＳＰ３２、画像圧縮伸張処理部２２からなるカメラモ
ジュールを起動させて、表示部１１にモニター表示する。これにより、表示部１１には、
レンズ１６０により撮像デバイス３３上に結像された被写体画像が、図３（ｃ）に斜線で
示したアスペクト比４：３で表示される。
【００２９】
　次に、シャッターキー１４の操作を検出したか否かを判断し（ステップＳ４）、これを
検出しない場合にはレンズバリア１６を閉じたことを検出したか否かを判断し（ステップ
Ｓ５）、両ステップＳ４、Ｓ５のいずれかの判断がＹＥＳとなるまで、Ｓ３→Ｓ４→Ｓ５
→Ｓ３のループを繰り返す。そして、この間にシャッターキー１４の操作が検出された場
合には、このとき撮像デバイス３３、ＤＳＰ３２を介してデジタル処理された画像データ
を取り込み（ステップＳ６）、この画像データを画像圧縮伸張処理部２２にて圧縮処理し
て、日付をファイル名にしてファイル化する（ステップＳ７）。さらに、この画像ファイ
ルをＲＡＭ２７の画像メモリに保存し（ステップＳ８）、ステップＳ３に戻る。
【００３０】
　他方、前記ループを繰り返し実行している状態においてレンズバリア１６が閉じたこと
を検出した場合（ステップＳ５；ＹＥＳ）、又はステップＳ１でレンズバリア１６が閉じ
ていると判断した場合には、ビューワモードであると判定し、ビューワモード処理を実行
する（ステップＳ９）。また、このビューワモード処理を終了する都度、レンズバリア１
６が開いたことを検出したか否かを判断し（ステップＳ１０）、レンズバリア１６が閉じ
ている限りビューワモード処理を継続し、レンズバリア１６が開いた時点でカメラモード
に移行したものと判定して、ステップＳ２からの処理を実行する。
【００３１】
　図７は、前記ビューワモード処理（ステップＳ９）の詳細を示すフローチャートである
。すなわち、ユーザによるロータリースイッチ１５に対する操作に基づき、放送視聴モー
ドとカメラ画像再生モードとのいずれのモード選択が検出されたか否かを判断する（ステ
ップＳ１１）。この判断の結果、放送視聴モードの設定が検出された場合には、１６：９
のアスペクト比をバッファ３１のバッファエリアとして設定する（ステップＳ１２）。引
き続き、アンテナ１００、チューナ１８、Ａ／Ｄコンバータ１９、復調処理部２０、信号
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処理部２１を起動させるとともに（ステップＳ１３）、映像伸張処理部２３を起動させて
（ステップＳ１４）、表示部１１に映像を全画面で再生表示させる（ステップＳ１５）。
これにより、アスペクト比１６：９からなる表示部１１に、受信したデジタル放送波の映
像データに基づく映像が図３（ａ）に斜線で示したように、全画面表示されるとともに、
スピーカ４１、４２からは音声データに基づくＬＲ各音声が放音される。
【００３２】
　次に、この放送視聴モードにおいてシャッターキー１４の操作が検出されたか否かを判
断し（ステップＳ１６）、シャッターキー１４の操作が検出されない場合には、ロータリ
ースイッチ１５によるロート操作が検出されたか否かを判断する（ステップＳ１７）。ロ
ータリースイッチ１５によるロート（回転）操作が検出されない場合にはステップＳ１５
に戻り、検出された場合には対応するサブバンドのセグメント信号を抽出して（ステップ
Ｓ１８）、映像再生表示を行い（ステップＳ１９）、ステップＳ１６に戻る。
【００３３】
　一方、ステップＳ１１での判断の結果、カメラ画像再生モードの選択が検出された場合
には、画像圧縮伸張処理部２２を起動させる（ステップＳ２０）。引き続き、ＲＡＭ２７
の画像メモリに格納されている画像ファイルの縮小画像を表示部１１に一覧表示させる（
ステップＳ２１）。なお、このときバッファ１３のバッファエリアの設定は１６：９のま
まとし、よって、アスペクト比１６：９からなる表示部１１の全画面領域を有効利用して
、画像ファイルの縮小画像を見易く一覧表示することができる。
【００３４】
　次に、一覧表示よりいずれかの縮小画像がロータリースイッチ１５の操作により選択さ
れるまで待機し（ステップＳ２２）、いずれかの縮小画像が選択されたならば、ＲＡＭ２
７の画像メモリから選択された縮小画像に対する本画像データを読み出し、画像圧縮伸張
処理部２２にて伸張処理させる（ステップＳ２３）。さらに、この時点で４：３のアスペ
クト比をバッファ３１のバッファエリアとして設定し（ステップＳ２４）、前記本画像デ
ータに基づく本画像を表示部１１に表示させる（ステップＳ２５）。これにより、表示部
１１には選択された画像が図３（ｄ）に示したように、アスペクト比４：３で表示される
とともに、表示部１１において残余する部分はブラック表示される。
【００３５】
　次に、このカメラ画像再生モードにおいてシャッターキー１４の操作が検出されたか否
かを判断し（ステップＳ２６）、シャッターキー１４の操作が検出されない場合には、ロ
ータリースイッチ１５によるロート（回転）操作が検出されたか否かを判断する（ステッ
プＳ２７）。ロータリースイッチ１５によるロート（回転）操作が検出されない場合には
ステップＳ２５に戻り、検出された場合には次の縮小画像に対応する本画像データを読み
出し、画像圧縮伸張処理部２２にて伸張処理させる（ステップＳ２８）。さらに、この本
画像データに基づく本画像を表示部１１に表示させる（ステップＳ２９）。したがって、
カメラ画像再生モードにおいて所望の画像を表示させた後ロータリースイッチ１５を操作
することにより、順次画像メモリに格納されている画像データに基づく画像を、当該画像
と同一のアスペクト比４：３で表示部１１に順次表示させることができる。
【００３６】
　そして、ステップＳ２６でシャッターキー１４の操作が検出された場合、又は前述のス
テップＳ１６でシャッターキー１４の操作が検出された場合には、図６に示したフローチ
ャートのステップＳ９にリターンする。
【００３７】
　なお、本実施の形態においてはデジタル地上波放送受信機能を備えたデジタルカメラに
本発明を適用した場合を示したが、同機能を備えたカメラ付き携帯電話やカメラ付きＰＤ
Ａに本発明を適用するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施の形態を適用しシステムのシステム構成図である。
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【図２】ＯＦＤＭ方式における搬送波を示す概念図である。
【図３】本実施の形態に係るデジタルカメラの外観図であり、（ａ）はレンズバリアを閉
じた時の液晶面（裏面）側、（ｂ）はレンズバリアを閉じた時の正面側、（ｃ）はレンズ
バリアを開いた時の液晶面（裏面）側、（ｄ）はレンズバリアを開いた時の正面側を各々
示す図である。
【図４】デジタルカメラの回路構成を示すブロック図である。
【図５】表示ドライバの詳細を示すブロック図である。
【図６】全体的な処理手順を示すフローチャートである。
【図７】ビューワモード処理の詳細を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３９】
　　１　　デジタルカメラ
　　２　　放送アンテナ
　　３　　放送局
　　４　　映像データベース
　　５　　ＷＷＷ
　　１１　　表示部
　　１３　　バッファ
　　１４　　シャッターキー
　　１５　　ロータリースイッチ
　　１６　　レンズバリア
　　１８　　チューナ
　　１９　　Ａ／Ｄコンバータ
　　２０　　復調処理部
　　２１　　信号処理部
　　２２　　画像圧縮伸張処理部
　　２３　　映像伸張処理部
　　２４　　オーディオ信号処理部
　　２７　　ＲＡＭ
　　２８　　プログラムＲＯＭ
　　２９　　制御部
　　３０　　表示ドライバ
　　３１　　バッファ
　　３２　　ＤＳＰ
　　３３　　撮像デバイス
　　１００　　アンテナ
　　１６０　　レンズ
　　１６１　　レンズバリア検出部
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